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町税収入の減少

　平成21年度の決算見込みで、昨年度の決算
額と比較すると、約11億円も減収となる見込
みです。来年度の予算試算では、現在の収入
状況や経済情勢から、さらに約５億円落ち込
むと想定しています。

歳出費目別増減状況

　最近５年間の決算額の推移を比較すると、
人件費は、若干下がっていますが、扶助費は
年々増加しています。
　また公債費は若干下がっているものの、普
通建設事業に伴う借金や赤字補てん的な借金
により、今後増加していくことが見込まれま
す。

　１月16日、24日、30日の３日間、緊急財政対策についての町民説明会を開催し、のべ100人の町民

の皆さんに参加していただきました。

　この中で、緊急財政対策の概要や各事業の見直し内容等について、直接、説明をしました。

　今回は説明の内容と質疑応答の様子をお知らせします。

　なお当日配布した資料は町ホームページで公開しているほか、企画政策部財政担当、寒川町公民館、北

部・南部文化福祉会館でも配布しています。

町民説明会の報告

緊急財政対策

財政推計 緊急財政対策会議の設置 平成22年度予算の編成

　経済情勢の悪化により
町税収入が過去例を見な
い規模で大幅な落ち込み
となりました。
　その結果、平成22年
度の収支推計で財源不足
額16億8,500万円。

緊急財政対策の基本に
のっとった予算編成方針

各事業課での予算案の作成

事業見直し内容の
緊急財政対策会議調整

町長査定

平成22年度予算試算

歳入総額　121億8,000万円
歳出総額　124億3,800万円
財源不足額　2億5,800万円

財政不足解消の基本方針策定

基本方針に基づく各事業見直し
人件費削減／未納対策／基金取り崩し等
見直し額　約２億2,000万円

臨時財政対策債の検討　約７億円

財源不足額約７億6,500万円



広報さむかわ　2010. 3.3

特　集

平成22年度予算試算の概要（一般会計）

＜歳入の解説＞
　町税は、平成21年度当初予算を大
幅に下回る見込みとなりました。財
産収入等についても、資産の活用な
どを検討しましたが、寄附金、諸収
入などが減収となっています。
　譲与税等においても、国税が落ち
込んでいるために、その影響を受け
減収が見込まれています。国・県支
出金は、事業の見直しに伴う歳出削
減により、対応する補助金等も減額
となっています。町債においても、
普通建設事業の縮減に伴い、減額と
なっています。
　歳入総額では、121億8,000万円
で、平成21年度当初予算より19億
6,100万円減収になる状況です。

　緊急財政対策の基本方針にのっとった予算編成方針に基づき、平成22年度予算を試算した結果、歳入
121億8,000万円、歳出124億3,800万円となりました（平成21年12月末日現在）。

＜歳出の解説＞

　人件費の減額は、町長をはじめと
した職員の給与の引き下げによるも
のです。物件費は、委託事業を見直
し、職員が対応できるものは極力委
託しないようにするなどの対策をし
て、減額しました。
　補助費等については、団体等への
補助金を原則25パーセント削減し、
負担金は必要最低限度にとどめまし
た。
　普通建設事業は、優先順位の高い
事業のみ実施することにしました。
　歳出総額では、124億3,800万円に
なり、平成21年度当初予算より、17
億300万円減額となっています。

（単位：100万円）

　歳　入

科　目 平成21年度
当初予算

平成22年度
予算試算

（平成21年12月現在）
増　減

自
主
財
源

町税 8,728 8,038 ▲690

分担金・負担金 124 125 1

使用料および
手数料 65 66 1

財産収入・寄附
金・諸収入 466 421 ▲45

繰入金・繰越金 1,313 335 ▲978

依
存
財
源

譲与税・
交付金等 862 786 ▲76

国・県支出金 1,395 1,344 ▲51

町債（普通建設） 594 365 ▲229

町債
（赤字補てん） 594 700 106

合　計 14,141 12,180 ▲1,961

（単位：100万円）

　歳　出

科　目 平成21年度
当初予算

平成22年度
予算試算

（平成21年12月現在）
増　減

経常的経費 9,486 8,924 ▲562

義
務
的
経
費

人件費 3,358 3,198 ▲160

扶助費 1,807 1,750 ▲57

公債費 1,277 1,314 37

そ
の
他

物件費 2,566 2,223 ▲343

維持補修費 36 24 ▲12

補助費等 442 415 ▲27

投資的経費 2,413 1,448 ▲965

普通建設事業費 2,413 1,448 ▲965

その他 2,242 2,066 ▲176

繰出金 1,921 1,868 ▲53

積立金等 321 198 ▲123

合　計 14,141 12,438 ▲1,703
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主な検討結果

平成22年度積極的に取り組む主な事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：100万円）

見直し項目 平成21年度当初予算
平成22年度

予算試算
（平成21年12月現在）

増　減

事務事業の見直し、
休止、廃止による節減

	 	 2,280　
	 （一般財源　	1,808）

1,511　
	 （一般財源	 1,135）

▲769　
	 （一般財源	 ▲673）

各団体等への補助金の
見直しによる節減

232　
	 （一般財源	 225）

165　
	 （一般財源	 153）

▲67　
	 （一般財源	 ▲72）

扶助費の節減 232　
	 （一般財源	 164）

160　
	 （一般財源	 109）

▲72　
	 （一般財源	 ▲55）

各事業特別会計への
繰出金の節減

1,921　
	 （一般財源	 1,833）

1,868　
	 （一般財源	 1,779）

▲53　
	 （一般財源	 ▲54）

普通建設事業費 1,915　
	 （一般財源	 926）

779　
	 （一般財源	 401）

▲1,136　
	 （一般財源	 ▲525）

合　　計 6,580　
	 （一般財源	 4,956）

4,483　
	 （一般財源	 3,577）

▲2,097　
	 （一般財源	▲1,379）

積極的に取り組む
事業等による増額

1,106　
	 （一般財源	 695）

1,805　
	 （一般財源	 1,020）

699　
	 （一般財源	 325）

※各見直し項目の事業内容などは、町ホームページや各公民館等でご覧いただけます。
※（　）内は内数。

　町民の生命財産を守ることに重点を置き、次の事業などは積極的に取り組んでいきます。
（単位：100万円）

事業名 内　容 平成22年度予算試算
（平成21年12月現在）

消防車両等整備事業 消防自動車を更新します。 13

学校施設防災対策事業 小谷小学校・旭が丘中学校の耐震化
工事を行います。 102

防犯灯設備事業 防犯灯を新設します。 17

小児医療費助成事業 0歳から小学校3年生までの医療費を
負担します。 111

重度障害者等医療費助成事業 障害者の医療費を負担します。 157

障害者自立支援給付事業 障害介護の給付をします。 345

道路整備事業 旭橋歩道の整備等を行います。 66

広域リサイクルセンター建設事業 リサイクルセンターの建設工事を2
カ年計画で行います。 （平成22年度分）131

寒川駅北口土地区画整理事業 寒川駅北口の顔として駅前広場等を
整備します。 716

公園等整備事業 寒川駅北口駅前広場整備と合わせ北
口駅前に街区公園を整備します。 81
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Ｑ　

財
政
が
回
復
す
る
ま
で
の

間
と
は
何
年
か
。
財
政
予
測
は
、

ど
う
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

A　

現
在
、
総
合
計
画
の
前
期

基
本
計
画
に
合
わ
せ
平
成
23
年

度
ま
で
の
間
の
財
政
推
計
は
立

て
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
以

降
は
、
後
期
基
本
計
画
の
見
直

し
と
合
わ
せ
作
成
し
ま
す
。

Ｑ　

平
成
23
年
度
ま
で
の
財
政

予
測
、
財
源
不
足
の
見
込
み
は

こ
れ
で
良
い
の
か
。

A　

昨
年
８
月
に
平
成
23
年
度

ま
で
の
財
政
推
計
を
し
た
と
こ

ろ
、
平
成
22
年
度
で
16
億
８
千

５
百
万
円
、
平
成
23
年
度
で
13

億
５
千
万
円
ほ
ど
の
財
源
不
足

が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

Ｑ　

行
政
は
予
算
１
０
０
パ
ー

セ
ン
ト
の
執
行
を
良
し
と
す
る
。

そ
れ
に
は
疑
問
が
あ
る
。
い
か

に
業
務
の
効
率
を
上
げ
て
、
１

パ
ー
セ
ン
ト
で
も
予
算
を
残
す

か
考
え
て
ほ
し
い
。

A　

予
算
執
行
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
残
す
も
の
は
残
し

て
い
ま
す
。
ま
た
今
ま
で
随
意

契
約
し
て
い
た
も
の
は
一
般
競

争
入
札
に
す
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
後
と
も
お
金
を

最
小
限
で
、
良
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
べ
く
努
力
し
ま
す
。

Ｑ　

町
に
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は

あ
る
の
か
。

A　

総
務
省
の
基
準
に
基
づ
い

て
毎
年
作
成
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

町
は
こ
れ
ま
で
、
数
十
年

間
、
財
政
力
指
数
が
１
を
超
え
、

不
交
付
団
体
だ
っ
た
が
、
今
回
、

財
政
力
指
数
が
１
を
下
回
れ
ば
、

地
方
交
付
税
が
交
付
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

A　

町
は
昭
和
55
年
か
ら
約
30

年
間
、
地
方
交
付
税
の
不
交
付

団
体
で
す
。
そ
の
算
定
に
は
基

準
財
政
収
入
額
と
基
準
財
政
需

要
額
と
い
う
一
定
の
基
準
が
あ

り
、
こ
の
差
が
現
在
約
16
億
円

な
の
で
、
交
付
団
体
と
な
る
の

は
、
ま
だ
先
で
あ
る
と
想
定
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　

一
昨
年
ぐ
ら
い
か
ら
税
収

が
落
ち
込
ん
で
い
る
中
、
役
場

の
隣
の
土
地
を
購
入
し
た
。
そ

の
前
年
に
は
、
森
村
ケ
ミ
カ
ル

に
土
地
を
売
却
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
景
気
が
悪
い
か
ら
売
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
事
態

に
な
っ
た
。
責
任
は
誰
に
も
な

く
て
、
町
民
に
「
困
っ
た
か
ら

サ
ー
ビ
ス
を
減
ら
し
ま
す
」
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。

A　

約
２
千
坪
の
土
地
を
購
入

し
ま
し
た
。
町
で
は
５
〜
６
年

前
か
ら
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
必
要
な
土
地
を
検
討
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
役
場
周
辺

の
駐
車
場
不
足
の
解
消
の
た
め

に
も
、
こ
の
土
地
の
確
保
は
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
、
議
会
で

審
議
さ
れ
、
多
数
の
賛
成
を
得

て
購
入
し
ま
し
た
。

　

ま
た
旧
二
本
松
公
園
の
売
却

に
つ
い
て
は
、
現
工
場
が
住
宅

地
内
に
あ
り
夜
間
操
業
が
で
き

な
い
た
め
、
森
村
ケ
ミ
カ
ル
が

新
た
な
工
場
建
設
用
地
を
探
し

て
い
ま
し
た
。
町
に
と
っ
て
も

建
物
と
土
地
の
税
収
の
確
保
が

図
れ
る
こ
と
か
ら
売
却
し
た
も

の
で
す
。

Ｑ　

人
件
費
の
比
重
が
高
い
が
、

常
勤
職
員
、
非
常
勤
職
員
を
含

め
、
対
象
と
な
る
人
数
を
知
り

た
い
。
本
当
に
人
数
は
適
正
か
。

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
人
を
減

ら
す
努
力
は
し
て
い
る
の
か
。

A　

定
員
管
理
計
画
に
基
づ
い

て
職
員
数
の
削
減
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
17
年
か
ら
22
年
ま

で
の
５
年
間
で
４
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
削
減
し
て
い
ま
す
。
過
去

の
人
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
15

年
が
最
大
で
３
９
０
人
で
し

た
。
平
成
22
年
度
の
人
件
費
は

３
６
７
人
で
算
定
し
て
い
ま
す
。

適
正
数
に
つ
い
て
は
、
各
課
の

事
務
量
を
把
握
し
な
が
ら
適
正

な
配
置
と
な
る
べ
く
見
直
し
を

し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

人
数
の
適
正
に
つ
い
て
、

今
の
仕
事
レ
ベ
ル
で
考
え
る
と

適
正
か
も
し
れ
な
い
が
、
よ
り

効
率
的
に
仕
事
の
密
度
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
。

A　

今
後
と
も
さ
ら
に
効
率
化

を
図
り
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

Ｑ　

町
民
説
明
会
は
土
・
日
曜

日
に
開
催
さ
れ
る
が
、
財
政
が

厳
し
い
折
、
出
勤
す
る
一
般
職

員
の
手
当
の
対
応
は
。

A　

基
本
的
に
は
振
り
替
え
休

日
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

人
件
費
の
削
減
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
内
容
と
町
に
住
ん
で

い
な
い
職
員
は
何
人
い
る
の
か
。

A　

人
件
費
の
削
減
約
１
億
６

千
万
円
の
内
訳
で
す
が
、
人
事

院
勧
告
に
基
づ
き
約
５
千
万
円

程
度
、
町
長
を
は
じ
め
と
す
る

職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
な
ど
で
約

５
千
万
円
程
度
、
そ
し
て
、
職

員
の
削
減
と
し
て
約
６
千
万
円

と
し
て
い
ま
す
。
職
員
は
、
お

お
よ
そ
町
内
が
６
割
、
町
外
が

４
割
程
度
で
す
。

Ｑ　

町
の
審
議
会
等
の
委
員
は

全
体
で
何
人
い
る
の
か
。
年
間

の
報
酬
総
額
は
。

A　

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
額

は
、
条
例
で
定
め
が
あ
り
、
日

額
あ
る
い
は
月
額
、
ま
た
年
額

報
酬
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に

応
じ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
数
等
に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
度
決
算
額
で
、
一
般
会

計
分
で
６
８
４
人
、
金
額
は

５
１
０
２
万
円
で
す
。

　町民説明会で皆さんからいただいた主な質問・意見とそれに対する町の考え方をご紹介いたしま
す。
　なお紙面の都合により、内容を一部抜粋・要約し、掲載しています。

寒
川
町
の
財
政
計
画
・

　
　
　
執
行
に
つ
い
て

町民説明会　Q&A

人
件
費
の
削
減
等
に
つ
い
て
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Ｑ　

人
件
費
の
削
減
を
町
長
を

は
じ
め
と
す
る
一
般
職
員
も
行

う
と
あ
っ
た
が
、
厳
し
い
財
政

に
お
い
て
、
ま
だ
ち
ょ
っ
と
甘

い
の
で
は
な
い
か
。

A　

今
後
も
職
員
数
を
減
ら
し
、

職
員
で
で
き
る
こ
と
は
職
員
が

や
る
な
ど
、
町
の
支
出
を
で
き

る
だ
け
詰
め
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
は
サ
ー
ビ
ス
を
で
き
る
だ

け
低
下
し
な
い
よ
う
に
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

町
は
『
危
機
管
理
』
と
言

う
前
に
、
職
員
間
で
業
務
改
善

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
の
か
。

残
業
の
た
め
に
、
役
場
全
体
の

電
気
が
光
々
と
つ
い
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
ま
た
職
員
が
大
勢

い
る
の
だ
か
ら
人
事
交
流
を
し

て
残
業
を
無
く
せ
ば
良
い
で
は

な
い
か
。
業
務
内
容
の
効
率
化

も
含
め
全
体
で
対
応
し
て
ほ
し

い
。

A　

時
間
外
勤
務
は
、
で
き
る

だ
け
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
休
日
出
勤
に
つ
い
て
は
振

り
替
え
と
す
る
な
ど
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
応
急
的
に
職
員
の
交
流

は
可
能
で
す
が
、
事
務
内
容
に

よ
っ
て
は
、
対
応
で
き
な
い
よ

う
な
特
定
の
業
務
も
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
適
正
な
事
務
量
の
把

握
と
適
正
な
人
数
の
配
置
に
努

め
ま
す
。

　

電
気
消
灯
に
つ
い
て
は
、
日

中
の
昼
休
み
時
間
、
お
客
様
の

対
応
窓
口
以
外
は
必
ず
消
灯
を

す
る
等
励
行
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

広
報
の
全
戸
配
布
は
聞
い

て
い
た
が
、
お
知
ら
せ
版
廃
止

は
聞
い
て
い
な
か
っ
た
。

A　

広
報
の
お
知
ら
せ
版
に
つ

い
て
は
、
１
日
発
行
の
広
報
で

情
報
を
網
羅
し
て
、
今
後
は
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

Ｑ　

駅
北
口
整
備
は
、
見
直
し

を
図
り
ど
こ
か
で
断
ち
切
ら
な

い
と
、
い
つ
ま
で
も
財
源
不
足

は
解
消
さ
れ
な
い
の
で
は
。

A　

駅
北
口
周
辺
の
事
業
の
進

ち
ょ
く
率
は
85
・
７
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。
平
成
23
年
度
ま
で
に

は
大
部
分
が
完
成
す
る
見
込
み

で
す
。
一
日
も
早
い
完
成
を
目

指
し
、
北
口
の
活
性
化
を
図
る

た
め
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

見
通
し
が
つ
か
な
い
新
幹

線
基
金
に
つ
い
て
、
来
年
度
は

休
止
し
て
は
ど
う
か
。

A　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
で

す
の
で
、
来
年
度
は
休
止
と
す

る
こ
と
を
議
会
に
提
案
し
ま
す
。

Ｑ　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

建
設
は
、
本
当
に
環
境
保
護
に

寄
与
す
る
の
か
。
ま
た
運
営
経

費
が
か
か
る
と
聞
い
て
い
る
。

見
直
す
べ
き
で
は
。

A　

リ
サ
イ
ク
ル
は
、
資
源
の

再
利
用
の
た
め
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
極
力
、
費
用
を
か
け

な
い
施
設
と
な
る
よ
う
見
直
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

現
在
ご
み
処
理
は
、
茅
ケ

崎
市
と
共
同
し
う
ま
く
行
っ
て

い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

を
急
い
で
建
設
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
。

A　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

建
設
は
、
ま
ず
国
の
リ
サ
イ
ク

ル
法
に
よ
り
、
市
町
の
収
集
が

明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
町
と
市

で
は
処
理
施
設
が
無
く
、
茅
ケ

崎
市
と
共
同
で
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
を
建
設
す
る
こ
と
を
基

本
計
画
に
よ
り
策
定
し
ま
し

て
、
パ
ブ
コ
メ
を
通
じ
て
皆
さ

ん
に
周
知
し
て
い
ま
す
。
ま

た
建
設
に
か
か
る
予
算
推
計
は
、

国
の
交
付
金
が
全
体
の
３
分
の

１
。
ご
み
処
理
量
に
よ
る
市
の

負
担
金
が
残
り
の
約
８
割
。
そ

の
他
県
補
助
や
起
債
を
含
め
ま

す
と
、
町
の
一
般
財
源
負
担
額

は
約
１
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　

ご
み
処
理
に
は
膨
大
な
経

費
が
か
か
っ
て
お
り
、
今
後
も

増
え
る
は
ず
。
町
民
と
力
を
合

わ
せ
て
膨
大
な
ご
み
処
理
経
費

の
削
減
を
考
え
、
家
庭
ご
み
を

減
ら
す
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

A　

ご
み
に
は
、
可
燃
ご
み
、

不
燃
ご
み
、
そ
し
て
資
源
ご
み

が
あ
り
ま
す
。
資
源
ご
み
や
可

燃
ご
み
の
運
搬
経
費
や
最
終

処
分
費
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
業
者
に
町
の
財
政

状
況
を
説
明
し
、
経
費

削
減
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
ま
た
こ
の
運
搬
経

費
を
い
か
に
削
減
す
る

か
、
常
に
研
究
し
て
い

ま
す
。

Ｑ　

じ
ん
芥
収
集
運
搬

処
理
事
業
費
と
資
源
ご

み
分
別
推
進
事
業
費
が
、

い
ず
れ
も
大
幅
な
増
額

と
な
っ
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
。
ま
た
健
康
増
進

事
業
費
、
健
康
普
及
事

業
費
等
、
平
成
21
年
度

の
当
初
予
算
額
が
０
円

で
、
平
成
22
年
度
の
試

算
額
が
増
額
さ
れ
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

A　

じ
ん
芥
収
集
運
搬

事
業
費
お
よ
び
資
源
ご
み
分
別

推
進
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
解
体
に
伴

い
、
じ
ん
芥
処
理
事
業
費
に

あ
っ
た
委
託
事
業
が
移
行
し
た

こ
と
に
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

同
じ
く
健
康
増
進
事
業
費
、

健
康
普
及
事
業
費
等
に
つ
い
て

は
、
健
康
課
の
健
康
相
談
事
業

費
、
訪
問
指
導
事
業
費
な
ど
の

事
業
費
が
、
先
ほ
ど
の
各
事
業

費
へ
統
合
さ
れ
た
も
の
で
す
。

統
合
後
の
事
業
費
試
算
額
は
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

「
２
億
５
８
０
０
万
円
の

不
足
額
が
見
込
ま
れ
、
今
後
の

予
算
編
成
に
お
い
て
調
整
し
ま

す
」
と
し
て
い
る
が
、
調
整
す

れ
ば
、
不
足
額
の
解
消
が
で
き

る
の
か
。
ま
た
「
財
政
が
回
復

す
る
ま
で
の
間
」
と
あ
る
が
、

財
政
が
回
復
し
た
ら
も
と
に
戻

す
の
か
。

A　

不
足
額
を
解
消
し
な
け
れ

ば
、
新
年
度
予
算
が
成
立
し
ま

せ
ん
の
で
、
今
後
の
最
終
調
整

の
中
で
、
詰
め
て
い
き
ま
す
。

町
は
一
昨
年
、
事
業
仕
分
け
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
手
法
を

用
い
て
、
今
回
、
事
業
の
見
直

し
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
景

気
が
回
復
し
た
場
合
で
も
、
廃

止
す
べ
き
事
業
は
廃
止
し
、
必

要
な
事
業
は
元
に
戻
す
な
ど
、

十
分
点
検
を
し
て
い
き
ま
す
。

事
業
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
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Ｑ　

今
回
見
直
し
を
さ
れ
た
事

業
以
外
に
町
の
事
業
は
全
部
で

ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
。
す
べ
て

の
事
業
の
見
直
し
は
行
っ
た
の

か
。

A　

見
直
し
た
事
業
は
、
主
に

政
策
的
事
業
で
３
１
２
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
事
務
的
経
費
、

維
持
管
理
的
経
費
な
ど
、
全
事

業
は
５
３
０
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
事
業
の
見
直
し
を

行
っ
た
上
で
、
約
２
２
０
の
事

業
は
現
状
維
持
と
し
ま
し
た
。

Ｑ　

休
館
す
る
公
民
館
の
施
設

利
用
者
の
代
替
案
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

A　

休
館
に
伴
う
利
用
者
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
町
民
セ
ン

タ
ー
と
、
北
部
や
南
部
の
公
民

館
な
ど
に
移
っ
て
い
た
だ
く
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
童
ク

ラ
ブ
は
、
寒
川
小
学
校
内
に
あ

る
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に
移
し

ま
す
。

Ｑ　

公
民
館
休
館
に
つ
い
て
、

学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
正
式
な
移
転

の
通
達
が
新
聞
報
道
の
後
だ
っ

た
。
庁
内
の
連
携
は
と
れ
て
い

る
の
か
。

　
ま
た
学
童
ク
ラ
ブ
の
移
転
先

が
、
相
談
指
導
教
室
の
隣
に
な

る
よ
う
だ
が
、
適
当
な
配
置
と

は
思
わ
な
い
。

A　

公
民
館
休
館
は
、
庁
内
で

十
分
な
議
論
を
重
ね
、
議
会
か

ら
の
意
見
も
あ
り
休
館
の
判
断

を
し
ま
し
た
。
公
民
館
利
用
の

代
替
案
に
つ
い
て
、
利
用
者
と

の
打
ち
合
わ
せ
を
何
度
も
行
っ

て
い
ま
す
が
、
公
民
館
機
能
の

代
替
案
の
検
討
中
、
学
童
ク
ラ

ブ
へ
先
行
し
て
協
議
が
で
き
ず
、

休
館
の
新
聞
報
道
が
先
行
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

学
童
ク
ラ
ブ
と
相
談
指
導
教

室
が
隣
接
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
分
け
た
方
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
措

置
は
、
緊
急
財
政
対
策
と
し
て

公
民
館
を
休
館
と
し
、
学
童
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
一
番
近
い

場
所
に
あ
る
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
が

良
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

Ｑ　

学
童
ク
ラ
ブ
移
転
先
の
設

備
と
し
て
給
湯
器
や
広
い
流
し

台
を
要
望
し
て
い
る
が
、
財
政

的
理
由
と
建
物
の
構
造
上
の
理

由
で
、
困
難
と
回
答
さ
れ
て
い

る
。
町
の
財
政
が
厳
し
い
と
は

認
識
し
て
い
る
が
、
本
当
に
無

駄
は
な
い
の
か
。
一
例
を
示
す

と
、
昨
年
４
月
か
ら
保
育
園
の

開
園
時
間
を
７
時
に
早
め
た
措

置
な
ど
は
、
あ
ま
り
利
用
者
が

お
ら
ず
、
無
駄
と
感
じ
る
。

A　

流
し
台
に
つ
い
て
は
、
建

物
の
構
造
上
困
難
で
す
。
で
き

る
範
囲
の
も
の
を
設
置
し
て
い

き
ま
す
。

　

保
育
園
の
開
園
時
間
に
つ
い

て
は
、
近
隣
市
で
も
７
時
を
開

園
と
し
て
い
て
、
そ
の
要
望
が

多
か
っ
た
の
で
、
７
時
開
園
と

し
た
も
の
で
す
。

Ｑ　

寒
川
小
学
校
の
北
側
と
東

側
の
道
路
は
交
通
量
が
多
い
が

歩
道
が
な
く
、
危
険
と
感
じ
る
。

早
急
に
歩
道
整
備
を
。

A　

担
当
課
と
調
整
、
研
究
し

て
、
で
き
る
だ
け
安
全
な
対
策

を
と
り
ま
す
。

Ｑ　

昨
年
10
月
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
路
線
が
変
更
さ
れ

た
が
、
変
更
後
の
利
用
度
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

利
用
者
は
全
体
的
に
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
１
便
当
た
り

の
利
用
者
は
増
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

緊
急
財
政
対
策
会
議
を
、

な
ぜ
内
部
だ
け
で
検
討
し
た
の

か
。
外
部
の
専
門
家
や
町
内
の

経
営
者
等
を
入
れ
て
、
さ
ら
な

る
検
討
を
始
め
て
ほ
し
い
。

A　

今
後
、
検
討
し
ま
す
。

Ｑ　

町
と
し
て
、
危
機
管
理
を

ど
う
行
っ
て
い
く
の
か
。
事
業

削
減
だ
け
で
は
、
町
の
姿
勢
が

見
え
て
こ
な
い
。

A　

こ
の
不
景
気
で
企
業
か
ら

の
税
収
が
大
幅
に
落
ち
込
み
、

町
が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
財
政
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
昨
年
７
月
か
ら

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、
町
を
挙
げ
て
徹
底
的
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
職
員
が
で
き
る
こ
と
は

職
員
で
行
う
、
電
気
水
道
な
ど

す
べ
て
の
内
容
の
節
減
を
行
う

な
ど
、
職
員
か
ら
も
意
見
が
出

て
い
ま
す
。
職
員
の
こ
れ
か
ら

の
対
応
、
努
力
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

皆
さ
ん
に
こ
の
状
況
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
今
回
の
町
民
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

Ｑ　

こ
の
よ
う
な
と
き
だ
か
ら

こ
そ
、
事
業
仕
分
け
を
再
実
施

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
町
民
と

も
っ
と
意
見
交
流
す
る
努
力
を

し
て
ほ
し
い
。

A　

事
業
仕
分
け
は
一
昨
年
実

施
し
、
今
回
の
財
政
が
厳
し
く

な
っ
た
段
階
で
は
、
そ
の
と
き

に
学
ん
だ
事
業
仕
分
け
の
手
法

で
休
止
、
廃
止
等
の
判
断
を
し

ま
し
た
。
事
業
仕
分
け
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
方
、
外
部
の
方

も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
、
こ
れ

か
ら
も
や
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

実
際
に
倉
見
に
新
幹
線
が

来
る
見
込
み
が
あ
っ
て
誘
致
活

動
し
て
い
る
の
か
。

A　

平
成
９
年
に
東
海
道
新
幹

線
新
駅
設
置
促
進
期
成
同
盟
会

で
、
倉
見
地
区
に
新
幹
線
新
駅

を
誘
致
す
る
こ
と
を
決
め
、
そ

こ
か
ら
誘
致
活
動
を
本
格
的
に

開
始
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
で

は
、
倉
見
地
区
の
新
幹
線
新
駅

に
つ
い
て
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
開
業
等
で
、
東
海
道
新
幹

線
の
輸
送
力
に
余
裕
が
生
じ
た

場
合
に
は
検
討
の
対
象
に
な
る

と
話
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
19

年
４
月
に
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
開
業
目
標
年
次
を
２
０
２
５

年
と
す
る
と
発
表
が
あ
り
、
平

成
20
年
12
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海

の
松
本
社
長
か
ら
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
が
で
き
れ
ば
、
い
ろ
い

ろ
な
工
夫
が
で
き
る
と
い
っ
た

コ
メ
ン
ト
も
出
さ
れ
、
東
海
道

新
幹
線
の
倉
見
へ
の
誘
致
に
も

よ
り
一
層
望
み
が
高
く
な
っ
て

き
た
中
で
、
現
在
の
誘
致
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ　

誘
致
活
動
の
情
報
を
町
民

に
も
っ
と
公
開
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

A　

町
の
誘
致
活
動
に
つ
い
て

は
、
要
望
活
動
並
び
に
普
及
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
要

望
活
動
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
年
３

回
行
っ
て
い
ま
す
。
普
及
啓
発

活
動
は
、
緑
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
の
啓
発
や
、
各
小
中
学
校

の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
横
断
幕
を

県
道
46
号
線
寒
川
地
下
道
、
日

鉱
金
属
社
有
地
内
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
倉
見
地
区
に
東
海
道
新

幹
線
（
仮
称
）
倉
見
新
駅
促
進

協
議
会
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

地
元
の
組
織
で
、
皆
さ
ん
と
協

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
皆

さ
ん
に
は
広
報
等
で
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
平
成
22
年
度
予
算
で
は
、

調
査
等
の
費
用
に
つ
い
て
計
上

し
て
い
ま
す
。
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特　集

Ｑ　

促
進
協
議
会
は
実
際
に
ど

こ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
、

役
場
内
か
。
ど
の
よ
う
な
活
動

を
や
っ
て
い
る
の
か
、
な
ぜ
広

報
で
活
動
内
容
を
知
ら
せ
な
い

の
か
。

A　

「
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー

ス
」
と
い
う
広
報
誌
で
年
２
回

活
動
内
容
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
た
だ
、
Ｐ
Ｒ
が
ま
だ
不

足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
充

分
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
ど

の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
の
区
域

を
設
定
し
て
い
く
か
、
ま
た
地

元
と
の
話
し
合
い
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
か
な
ど
を
東
海

道
新
幹
線（
仮
称
）倉
見
新
駅
促

進
協
議
会
に
て
協
議
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
説
明
会
等
も
行
い

ま
す
の
で
、
広
報
等
で
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
を
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

さ
が
み
縦
貫
道
路
の
工
事

の
予
算
の
扱
い
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
ま
た
完
成
が
２
年
延
期
さ
れ

る
と
の
報
道
が
あ
る
が
、
町
は

そ
の
旨
の
連
絡
を
受
け
て
い
る

の
か
。

A　

国
土
交
通
省
の
事
業
で
、

工
事
費
、
用
地
取
得
費
等
は
国

の
予
算
で
す
。
さ
が
み
縦
貫
道

路
の
開
通
時
期
に
つ
い
て
は
、

工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
よ
り
、

平
成
24
年
度
開
通
予
定
と
の
連

絡
を
受
け
て
い
ま
す
。

Ｑ　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
や
体
育
館
、

公
共
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
（
命
名
権
）
の
導
入
は
行
わ

な
い
の
か
。

A　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ

い
て
、
町
内
各
企
業
に
働
き
か

け
て
い
ま
す
が
、
不
況
下
の
現

状
で
は
反
応
が
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　

広
報
に
つ
い
て
。
町
民
に

呼
び
か
け
る
と
き
に
は
簡
略
で

分
か
り
や
す
い
形
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

A　

広
報
へ
の
情
報
の
掲
載
に

つ
い
て
、
紙
面
の
制
約
等
も
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
中
で
よ
り

分
か
り
や
す
い
掲
載
記
事
と
な

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

町
の
産
業
振
興
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
例
え
ば
長

期
的
に
農
業
振
興
は
ど
う
す
る

の
か
。
わ
い
わ
い
市
を
見
て
い

て
も
需
要
は
相
当
あ
る
。
町
は

も
っ
と
ユ
ニ
ー
ク
な
農
業
振
興

策
を
す
る
な
ど
の
話
が
ほ
し
い
。

A　

わ
い
わ
い
市
を
作
る
と
き

は
、
町
か
ら
も
資
金
提
供
を
行

い
応
援
を
し
て
い
ま
す
。
わ
い

わ
い
市
が
当
初
の
計
画
よ
り
約

３
倍
売
れ
行
き
が
伸
び
、
そ
の

中
で
寒
川
の
後
継
者
の
育
成
が

大
変
う
ま
く
進
ん
で
ま
す
。
町

と
し
て
も
、
若
手
の
育
成
、
花
、

果
物
、
野
菜
と
い
っ
た
農
業
の

振
興
に
は
こ
れ
か
ら
も
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ｑ　

田
端
の
銀
河
大
橋
の
下
に
、

ス
ポ
ー
ツ
公
園
が
完
成
す
る
が
、

利
用
見
込
み
は
。

A　

ス
ポ
ー
ツ
の
総
合
的
な
施

設
と
し
て
、
野
球
場
を
新
た
に

１
面
、
全
天
候
型
の
陸
上
ト

ラ
ッ
ク
、
多
目
的
広
場
を
造
り

ま
す
。
交
通
の
便
に
つ
い
て
は
、

銀
河
大
橋
の
下
に
70
〜
80
台
駐

車
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て

い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん

に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

納
税
者
が
と
て
も
不
公
平

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
未

納
税
者
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
徴
収
を
し
て
い
る
の
か
。

A　

滞
納
整
理
事
務
は
、
督
促

状
お
よ
び
催
告
状
の
発
送
、
自

宅
や
勤
務
先
へ
の
電
話
催
告
を

行
い
、
自
宅
な
ど
へ
徴
収
し
に

行
き
ま
す
。
ま
た
財
産
調
査
を

行
い
差
し
押
さ
え
可
能
な
財
産

が
あ
れ
ば
差
し
押
さ
え
を
し
ま

す
。

　

ま
た
12
月
の
年
末
、
３
月
の

年
度
末
そ
し
て
５
月
の
会
計
年

度
末
に
は
、
集
中
し
て
夜
間
滞

納
整
理
を
行
い
、
特
に
年
末
に

は
税
務
課
全
員
体
制
、
総
務
部

等
の
管
理
職
を
総
動
員
し
て
滞

納
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
徴
収
強
化
を
図
る
た
め
、

昨
年
度
は
県
税
職
員
２
人
の
派

遣
を
受
け
入
れ
、
平
成
22
年
度

も
２
人
の
派
遣
を
要
望
し
て
い

ま
す
。

　

収
納
率
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト

を
目
指
す
べ
く
、
日
々
努
力
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　

寒
川
総
合
体
育
館
の
開
館

時
間
ま
で
、
利
用
者
は
寒
い
中
、

外
で
待
た
さ
れ
て
い
る
。
何
で

中
に
入
れ
て
く
れ
な
い
の
か
。

A　

体
育
館
に
つ
い
て
は
、
公

共
性
の
高
い
施
設
で
あ
り
、
ま

た
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り

し
ま
す
の
で
、
安
全
面
、
管
理

面
、
あ
る
い
は
利
用
者
の
公
平

性
な
ど
考
慮
を
し
な
が
ら
検
討

し
ま
す
。

Ｑ　

町
長
は
、
役
所
改
革
の
取

り
組
み
方
を
ど
う
捉
え
る
か
。

一
番
に
取
り
組
む
べ
き
は
、
町

長
が
自
ら
給
与
を
半
減
す
る
等
、

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
よ
う
な

こ
と
を
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

A　

町
長
選
挙
で
訴
え
た
の
は

行
政
改
革
で
す
。
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
を
し
っ
か
り
守
る
こ
と
が
肝

要
で
す
。
い
か
に
経
費
削
減
し

て
い
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
か
。

入
札
制
度
改
革
、
人
員
削
減
、

全
体
的
に
今
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
す
べ
て
を
見
直
し
ま
す
。

●
町
の
消
防
団
に
つ
い
て
、
地

震
に
備
え
て
災
害
救
助
の
訓
練

を
積
ん
で
ほ
し
い
。

●
今
回
緊
急
財
政
対
策
と
し
て

い
る
が
、
昨
年
の
予
算
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。
大
幅
に
借
金
を

行
い
、
役
場
の
隣
の
土
地
を
購

入
し
、
事
業
仕
分
け
で
は
い
ら

な
い
と
さ
れ
た
バ
ス
の
転
回
場

を
購
入
す
る
な
ど
、
対
策
が
１

年
遅
れ
て
い
る
。

●
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
が

あ
る
程
度
成
熟
し
て
き
た
ら
、

審
議
会
等
を
整
理
統
合
し
て
定

数
是
正
を
し
た
ら
ど
う
か
。

●
ぜ
ひ
、
生
涯
学
習
を
通
じ
て
、

お
金
を
か
け
な
く
て
い
い
の
で
、

生
き
て
い
る
喜
び
を
与
え
て
く

れ
る
施
策
を
ど
ん
ど
ん
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
に
寄
せ
ら
れ
た

　
　
意
見
・
質
問
な
ど

　今回の町民説明会や緊急財政対策など
に関するお問い合わせは…

企画政策部 （７４）１１１１内線
２４０財政担当FAX（７４）９１４１

m-kikaku@town.samukawa.kanagawa.jp

問い合わせ先
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き
れ
い
な
水
を
後
世
に

生
活

水
環
境

わ
た
し
た
ち
の

と

生
活
と
水
環
境

　

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
水
。
毎
日
の
生
活
の
中

で
、
水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
り
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
水
を
使
っ

て
い
ま
す
。

　

台
所
や
入
浴
な
ど
、
家
庭
で

使
わ
れ
た
水
は
下
水
道
や
河
川

な
ど
に
流
れ
、
微
生
物
な
ど
に

よ
る
自
浄
作
用
に
よ
っ
て
、
再

び
き
れ
い
な
水
に
戻
り
ま
す
。

　

し
か
し
川
の
浄
化
能
力
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
。
一
定
以
上

の
汚
濁
物
質
が
流
れ
込
む
と
、

分
解
で
き
な
く
な
り
、
川
や
水

は
汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

き
れ
い
な
水
を
守
る
た
め
に

　

安
全
安
心
な
水
を
後
世
に
残

し
て
い
く
の
は
現
代
を
生
き
る

わ
た
し
た
ち
の
責
務
で
す
。

　

生
活
か
ら
の
排
水
に
は
有
機

物
や
洗
剤
な
ど
の
汚
濁
物
質
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
き
れ
い
な

川
、
水
を
守
る
た
め
に
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
調
理
く
ず
や
油
は
流
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
台
所
、洗
濯
、風
呂
掃
除
な
ど

に
は
、石
け
ん
な
ど
の
分
解
性
の

高
い
洗
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
入
浴
の
際
は
、
シ
ャ
ン
プ
ー

や
ボ
デ
ィ
ー
ソ
ー
プ
の
使
い
す

ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
川
や
海
な
ど
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
と
き
は
、

調
理
く
ず
や
ご
み
を
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。
川
や
海
の
水
で
の

不
要
な
洗
浄
、
洗
濯
な
ど
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

●
単
独
処
理
浄
化
槽
を
使
用
し

て
い
る
場
合
は
、
合
併
処
理
浄

化
槽
に
転
換
し
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
13
年
か
ら
各
家
庭
が
浄

化
槽
を
新
設
す
る
と
き
は
、
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
と
は
、
従
来

の
ト
イ
レ
か
ら
の
排
水
し
か
処

理
で
き
な
か
っ
た
単
独
処
理
浄

化
槽
と
比
べ
、
台
所
、
洗
濯
、

風
呂
な
ど
と
い
っ
た
生
活
排
水

も
処
理
で
き
る
浄
化
槽
で
す
。

　

県
、
町
で
は
県
洗
剤
対
策
推

進
方
針
や
生
活
環
境
へ
の
保
全

等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

石
け
ん
や
分
解
性
の
高
い
洗
剤

を
使
う
よ
う
呼
び
か
け
、
水
質

改
善
に
対
す
る
努
力
を
求
め
て

い
ま
す
。

環
境
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
４
２
５
環
境
保
全
担
当

FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

　平成21年度に開催した12品目の各農畜産
物の生育状況や栽培技術などを審査する農畜
産物立毛共進会の褒賞授与式を開催しまし
た。
　審査の結果、各部門の優等賞は次のとおり
です。
促成トマト　相田孝さん（田端）、マスクメ
ロン　杉山六郎さん（宮山）、枝豆　佐藤
昭宏さん（田端）、ナシ　井出勉さん（宮
山）、鉢物　根岸茂和さん（宮山）、促成イ
チゴ　吉川元治さん（倉見）、ねぎ　佐藤昭
宏さん（田端）、ほうれん草　三留利男さん
（岡田）、小松菜　木内定良さん（田端）、
カーネーション　福岡美浩さん（宮山）、ス
イートピー　福岡誠さん（宮山）、乳牛育成
大川元善さん（田端）

町農畜産物立毛共進会結果

谷
澤
正
勝
さ
ん
が
農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞
受
賞

第
59
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会

　

１
月
22
日
〜
24
日
に
東
京
都

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
た
第
59
回
関
東

東
海
花
の
展
覧
会
で
、
谷
澤
正

勝
さ
ん
（
宮
山
）
が
花
苗
の
部

で
金
賞
、
農
林
水
産
省
生
産
局

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
谷
澤
さ
ん
の
ほ
か

に
町
か
ら
は
７
人
が
入
賞
し
ま

し
た
。

　

入
賞
部
門
と
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

花
苗
の
部

金
賞（
農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞
）

　
　
　

谷
澤
正
勝
さ
ん（
宮
山
）

一
般
切
花
の
部

金
賞　

小
菅
昭
義
さ
ん（
宮
山
）

銀
賞　

北
村
昌
徳
さ
ん（
宮
山
）

　
　
　

小
菅
昭
義
さ
ん（
宮
山
）

　
　
　

吉
田
光
晴
さ
ん（
宮
山
）

銅
賞　

福
岡
豊
さ
ん（
宮
山
）　

佐
藤
好
夫
さ
ん（
倉
見
）

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
部

銅
賞　

金
子
誠
さ
ん
（
宮
山
）

洋
ら
ん
の
部

銅
賞　

井
出
一
浩
さ
ん（
宮
山
）
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からのお知らせ町
就
学
通
知
書
の
確
認
を

　

入
学
式
の
当
日
、
就
学
通
知

書
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
就
学
通
知
書
は
昨
年

11
〜
12
月
に
各
家
庭
に
送
付
し

ま
し
た
。
小
学
校
に
入
学
す
る

児
童
に
は
各
家
庭
に
郵
送
で
、

楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に

　

新
入
生
に
と
っ
て
一
番
大
切

な
こ
と
は
、
学
校
が
好
き
に
な

る
こ
と
で
す
。

　

先
生
を
信
頼
し
、
友
達
と
仲

良
く
す
る
こ
と
や
人
に
優
し
く

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
親
子

の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
子
ど
も
に

教
え
て
く
だ
さ
い
。
大
好
き
な

先
生
や
友
達
の
い
る
学
校
は
、

子
ど
も
に
と
っ
て
き
っ
と
楽
し

い
場
所
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な

れ
ば
学
校
が
好
き
に
な
り
、
意

欲
も
自
然
に
わ
い
て
き
ま
す
。

周
り
の
大
人
が
お
手
本
に
な
っ

て
、
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
、
「
さ
よ
う
な
ら
」
な
ど

の
あ
い
さ
つ
や
、
「
は
い
」
と

い
う
返
事
も
元
気
に
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

新
し
い
環
境
へ
の
不
安
は
取

　
子
ど
も
た
ち
の
期
待
に
満
ち
た
、
新
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
勉
強
も

遊
び
も
力
い
っ
ぱ
い
で
き
る
よ
う
、
今
か
ら
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

中
学
校
に
入
学
す
る
生
徒
に
は
、

現
在
通
学
し
て
い
る
小
学
校
か

ら
直
接
渡
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
通
知
書
が
届
い
て
い
な

か
っ
た
り
、
特
別
な
理
由
で
通

知
さ
れ
た
学
校
以
外
へ
の
入
学

を
希
望
し
た
り
す
る
場
合
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

り
除
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

虫
歯
な
ど
を
早
め
に
治
療
し
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

生
活
の
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
よ
う

　

早
寝
早
起
き
、
朝
食
、
用
便

な
ど
毎
日
の
生
活
習
慣
を
し
っ

か
り
と
身
に
つ
け
さ
せ
、
衣
服

の
着
脱
と
後
片
付
け
が
一
人
で

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
小
学
生
に
な
る
と
行

動
範
囲
が
広
が
る
た
め
、
交
通

事
故
や
不
審
者
に
よ
る
被
害
な

ど
が
心
配
で
す
。
通
学
路
を
子

ど
も
と
一
緒
に
歩
い
て
、
学

校
ま
で
の
所
要
時
間
や
危
険
な

場
所
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
学
校
で
気
持
ち
よ
く
生

活
す
る
た
め
に
は
、
集
団
生
活

の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
話
は
静
か
に
最
後
ま
で

聞
く
こ
と
、
他
人
の
い
や
が
る

こ
と
は
し
な
い
こ
と
な
ど
の

ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
家
庭
で
も

話
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

し
か
る
よ
り
励
ま
し
て

　

入
学
は
新
し
い
世
界
へ
の
出

発
で
す
。
学
校
生
活
に
慣
れ
る

ま
で
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
毎

日
が
緊
張
の
連
続
で
す
。
子
ど

も
の
ス
ト
レ
ス
も
考
え
て
、
話

を
じ
っ
く
り
聞
い
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
ほ
め
る
こ
と
も
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
時
に
は
し
か

る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
ほ
め

て
励
ま
す
こ
と
は
、
子
ど
も
の

気
持
ち
を
和
ら
げ
、
や
る
気
に

さ
せ
ま
す
。

学
校
教
育
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
５
２
１
指
導
担

当
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

心
配
事
は
相
談
を

　

学
校
生
活
な
ど
で
心
配
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
学
校
に
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
学
校
以
外
に
次
の
窓
口

も
利
用
で
き
ま
す
。

〈
教
育
相
談
〉

（
７
３
）
４
６
３
９

と
き　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

教
育
研
究
室

（
７
３
）
４

６
３
９
FAX
（
７
３
）
４
６
４
９

一
年
生

も
う
す
ぐ

　町では、経済的な事情で子どもを小・中学
校へ就学させることが困難な家庭に対し、学
用品費や給食費など、学校でかかる費用の一
部を援助しています。

主な対象世帯
●生活保護の停止・廃止
●住民税が非課税
●児童扶養手当を受給
●経済的な理由で就学が困難など
※詳しくは通学している学校または学校教育
課にお問い合わせください。

学 校 教 育 課 内 線 ５ ２ ４ 学 事 担 当 FAX
（７５）９９０７

ご存じですか　就学援助制度
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国
民
健
康
保
険

　

退
職
な
ど
に
よ
り
職
場
の
健

康
保
険
か
ら
脱
退
し
た
場
合
な

ど
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
今
ま
で
国
民
健
康
保
険

　
引
っ
越
し
や
結
婚
、
就
職
な
ど
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
に
関
す
る
手
続
き
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
場
合
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

に
加
入
し
て
い
た
人
が
就
職
な

ど
に
よ
り
ほ
か
の
健
康
保
険
制

度
に
加
入
し
た
り
、
扶
養
家
族

と
し
て
認
定
さ
れ
た
り
し
た
場

合
は
国
民
健
康
保
険
か
ら
脱
退

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
年
金
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
２
４
国
保
・

高
齢
者
医
療
担
当
FAX
（
７
４
）

５
６
１
３

国
民
年
金

　

就
職
や
退
職
し
た
と
き
や
結

婚
し
て
姓
が
変
わ
っ
た
り
、
住

所
が
変
わ
っ
た
り
し
た
と
き
な

ど
は
変
更
の
届
出
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
は
年
金
手
帳
の
ほ
か
、

必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
種
別
の
説
明
】

●
第
１
号
被
保
険
者　

自
営
業

者
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
、
農
林

漁
業
従
事
者
、
学
生
、
無
職
の

人
な
ど

●
第
２
号
被
保
険
者　

厚
生
年

金
、
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い

る
会
社
員
、
公
務
員

●
第
３
号
被
保
険
者　

第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者

※
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
が
、

住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

に
は
、
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
共
済
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
済

組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

保
険
年
金
課

内
線
１
２
３

年
金
担
当
FAX（
７
４
）５
６
１
３

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金

手
続
き

こ
ん
な
と
き
に
は

を

国民年金の手続き

こんなとき 届出先

厚生年金や共済組合に加入していない人が20歳になったとき 保険年金課

第２号被保険者に扶養されている配偶者が20歳になったとき 配偶者の勤務先

会社を退職したとき 保険年金課

会社に就職したとき 勤務先

配偶者（第２号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

配偶者（第２号被保険者）の扶養から外れたとき 保険年金課

配偶者（第２号被保険者）の会社が変わったとき 配偶者の新しい勤務先

第１号被保険者で住所や氏名が変わったとき 保険年金課

第２号被保険者で住所や氏名が変わったとき 勤務先

第３号被保険者で住所や氏名が変わったとき 配偶者の勤務先

国民健康保険の手続き

こんなとき 必要なもの

加
入
す
る
と
き

ほかの市町村から転入してきた
とき 前市町村の転出証明書、印鑑

職場の健康保険などを脱退した
とき

資格喪失証明書・退職証明書・離
職票のいずれかの書類、印鑑

子どもが生まれたとき 印鑑
外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書、印鑑

脱
退
す
る
と
き

ほかの市町村へ転出するとき 保険証、通帳、印鑑
職場の健康保険などに加入した
とき

保険証、職場の保険証、通帳、印
鑑

死亡したとき 保険証、葬儀の領収書または会
葬礼状、通帳、印鑑

そ
の
ほ
か

保険料を口座振替で納めたいと
き 預金通帳、口座の届け出印鑑

退職者医療制度に該当したとき 年金証書、保険証
住所、世帯主、氏名などが変わっ
たとき 保険証、印鑑

世帯を分けたり、一緒にしたと
き 保険証、印鑑

保険証をなくしたり、破損して
使えなくなったりしたとき 破損した保険証、身分証明、印鑑

修学のため、子どもが他の市町
村に住むとき

保険証、在学証明書または学生
証、印鑑
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給
与
所
得
者
の
大
半
の
人
は
、

ど
ち
ら
の
税
金
も
給
料
か
ら
の

天
引
き
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

い
つ
の
所
得
を
基
に
し
た
税
金

な
の
か
を
意
識
し
な
い
場
合
が

あ
る
よ
う
で
す
。

　

所
得
税
は
、
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
１
年
間
の
所
得
に
対
し
、

そ
の
年
中
に
税
金
を
納
め
、
過

不
足
分
に
つ
い
て
給
与
所
得
者

は
年
末
調
整
で
、
そ
れ
以
外
の

人
は
翌
年
３
月
の
確
定
申
告
で

そ
れ
ぞ
れ
精
算
し
ま
す
。

　

一
方
住
民
税
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
な
ど
で
確
定
し
た

所
得
等
を
基
に
翌
年
度
の
６
月

に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
課
税

し
ま
す
（
翌
年
度
賦
課
課
税
方

式
）
。

　

例
え
ば
大
学
を
卒
業
し
て
会

社
に
就
職
し
た
場
合
、
所
得
税

は
す
ぐ
に
給
与
天
引
き
さ
れ
ま

す
が
、
住
民
税
は
最
初
の
年
度

に
つ
い
て
は
前
年
の
所
得
が
な

い
の
で
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
。

逆
に
会
社
を
退
職
し
、
そ
の
後

収
入
が
な
く
て
も
、
前
年
の
所

得
が
あ
る
た
め
住
民
税
が
課
税

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
所
得
税
と
住
民

固
定
資
産
税
の
縦
覧
と
閲
覧
の
お
知
ら
せ

土
地

家
屋
の
評
価
額

所
得
税

住
民
税

が
確
認
で
き
ま
す

や

と

は
課
税
時
期
が

異
な
り
ま
す

税
は
課
税
の
時
期
が
異
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
４
１
５
町
民
税
担
当
FAX

（
７
４
）
１
３
８
５

縦
覧

　

縦
覧
帳
簿
を
見
て
、
自
己
の

土
地
や
家
屋
の
価
格
と
ほ
か
の

土
地
や
家
屋
の
価
格
を
比
較
す

る
こ
と
で
、
価
格
が
適
正
か
ど

う
か
確
認
で
き
ま
す
。

と
き　

４
月
１
日
（
木
）
〜
５

月
31
日（
月
）午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場
東
分
庁
舎

縦
覧
で
き
る
帳
簿

〈
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
〉

内
容　

所
在
、
地
番
、
地
目
、

地
積
、
価
格

〈
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
〉

内
容　

所
在
、
家
屋
番
号
、
種

類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格

※
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ
て
い

る
土
地
・
家
屋
に
限
り
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
人　

納
税
義
務
者
、

納
税
義
務
者
と
同
居
の
親
族
、

納
税
管
理
人
、
代
理
人

必
要
な
物　

納
税
通
知
書
（
前

年
度
分
で
も
可
）
、
代
理
人
の

場
合
は
委
任
状

※
土
地
（
家
屋
）
の
み
を
所
有

し
て
い
る
人
は
、
家
屋
（
土

地
）
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま

せ
ん
。

閲
覧

と
き　

４
月
１
日
（
木
）
か
ら

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除

　
個
人
の
所
得
に
か
か
る
税
金
に
は
国
に
納
め
る
所
得
税
と
町
に
納

め
る
住
民
税
（
個
人
町
・
県
民
税
）
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
２
つ
は
課
税
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

く
）

と
こ
ろ　

役
場
東
分
庁
舎

費
用　

５
月
31
日
ま
で
は
無
料
。

た
だ
し
借
地
人
、
借
家
人
は
有

料
。

※
借
地
人
・
借
家
人
に
つ
い
て

は
、
賃
借
料
を
支
払
っ
て
い
る

場
合
に
限
り
ま
す
。

税
務
課

内
線
４
１
８
資
産

税
担
当
FAX（
７
４
）１
３
８
５

閲覧条件一覧

閲覧できる人 対象となる固定資産 必要なもの

固定資産税の納税義務者 納税義務の対象となって
いる固定資産

借地人 借りている土地
賃貸借契約書

借家人 借りている家屋とその敷
地である土地

所有者や破産管財人等の
固定資産を処分する権利
を有する人

権利の対象となっている
固定資産

権利関係を示す
書類

所得税と住民税の課税時期と納付時期（給与所得者の場合）

12月に年末調整、または翌年
３月に確定申告により精算

年末調整や確定申告で確定し
た所得をもとに課税、納付
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軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

時
点
で
、
原
動
機
付
自
転
車
・

小
型
特
殊
自
動
車
・
125
㏄
を
超

え
る
二
輪
車
・
軽
自
動
車
を
所

有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
乗
ら
な
く
な
っ
た
り
、
譲

渡
し
た
り
し
た
と
き
は
、
４
月

１
日
ま
で
に
廃
車
・
名
義
変
更

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
・
名

義
変
更
の
手
続
き
を
し
て
も
平

成
22
年
度
分
は
課
税
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
紛
失

し
た
り
盗
難
に
遭
っ
た
り
し
た

場
合
は
、
警
察
へ
届
け
出
を
し

て
か
ら
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。

　

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

手
続
き
方
法

　

原
動
機
付
自
転
車
（
125
㏄
以

下
）
、
小
型
特
殊
自
動
車
は
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
印
鑑
、
標

識
交
付
証
明
書
を
持
参
し
て
税

務
課
へ
直
接

※
125
㏄
を
超
え
る
二
輪
車
は
湘

南
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
３

８
へ
、
軽
自
動
車
（
三
輪
・
四

輪
）
は
軽
自
動
車
検
査
協
会
神

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

70
〜
74
歳
の
人
で
高
齢
受
給
者

証
の
一
部
負
担
金
の
割
合
欄
が

「
２
割
（
平
成
22
年
３
月
31
日

ま
で
は
１
割
）
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
医
療

機
関
窓
口
で
の
自
己
負
担
割
合

新
し
い
高
齢
受
給
者
証

70
〜
74
歳

を
送
付

の
人
が
対
象

奈
川
事
務
所
湘
南
支
所

０
４

６
３
（
５
４
）
８
８
２
５
へ
そ

れ
ぞ
れ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。税

務
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
４
１
６
町
民
税
担
当
FAX

（
７
４
）
１
３
８
５

が
４
月
以
降
に
２
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
予
定
で
し
た
。

　

し
か
し
、
国
の
特
例
措
置
延

長
（
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

の
１
年
間
）
に
よ
り
４
月
以
降

も
１
割
に
据
え
置
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
高
齢
受
給
者
証
の

一
部
負
担
金
の
割
合
欄
が
「
２

割
（
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

は
１
割
）
」
と
な
っ
て
い
る
人

に
つ
い
て
は
新
し
い
高
齢
受
給

者
証
を
３
月
下
旬
に
送
付
し
ま

す
。

　

な
お
高
齢
受
給
者
証
は
、
８

月
に
更
新
さ
れ
る
た
め
、
今
回

お
送
り
す
る
保
険
証
の
有
効
期

限
は
平
成
22
年
７
月
31
日
（
そ

れ
以
前
に
75
歳
に
な
る
人
は
誕

生
日
の
前
日
）
と
な
り
ま
す
。

保
険
年
金
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
２
４
国
保
・

高
齢
者
医
療
担
当
FAX
（
７
４
）

５
６
１
３

廃
車
・
名
義
変
更
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

町
国
民
健
康
保
険

軽
自
動
車
税

賦
課
期
日
は
４
月
１
日

の
　藤沢市との境にある新幹線跨

こ

線
せん

橋
きょう

を老朽化のため撤去し
ます。
　撤去工事により下記の期間、道路が全面通行止めとなり
ます（歩行者も含む）。
　工事期間中はご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願い
します。
工事期間　７月〜平成23年３月末予定

　周辺案内図

道路課 （７４）１１１１内線３１５道路整備担当FAX
（７５）９９０６

新幹線跨
こ

線
せん

橋
きょう

を撤去します

海老名市

藤沢市

寒川町

倉見神社東海道新幹線

　　　撤去する跨線橋
　　　通行止め箇所　
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からのお知らせ町

狂
犬
病
か
ら
大
切
な
人
を
守
る

当
面
の
間
、
無
料
で
利
用
可

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
お
知
ら
せ

電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器
を
設
置

　

狂
犬
病
予
防
法
で
、
生
後
91

日
以
上
の
犬
に
は
毎
年
１
回
、

４
〜
６
月
の
間
に
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
飼

い
主
に
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射

と
登
録
を
左
表
の
日
程
で
行
い

ま
す
。
最
寄
り
の
集
合
注
射
会

場
で
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。
会
場
で
注
射
が
受

け
さ
せ
ら
れ
な
い
場
合
は
動
物

病
院
で
必
ず
受
け
さ
せ
て
役
場

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
し
て
い
る
犬
を
飼
っ
て
い

る
人
（
継
続
）

持
ち
物　

愛
犬
手
帳
、
予
防
注

射
通
知
書
（
は
が
き
）

※
は
が
き
は
、
３
月
下
旬
に
発

送
し
ま
す
。

費
用　

１
頭
に
つ
き
３
５
０
０

円未
登
録
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
人

（
新
規
）

費
用　

１
頭
に
つ
き
６
５
０
０

円注
意

●
雨
天
で
も
行
い
ま
す
。

●
開
始
直
後
は
大
変
混
雑
し
ま

す
。
時
間
を
ず
ら
し
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
首
輪
が

抜
け
な
い
よ
う
に
引
き
綱
を
必

ず
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
犬
を
押
さ
え
ら
れ
る
人
が
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
押
さ
え

ら
れ
な
い
場
合
は
注
射
が
受
け

さ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
危
険
で
す
の
で
、
子
ど
も
の

同
伴
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

●
病
気
な
ど
で
注
射
が
受
け
さ

せ
ら
れ
な
い
場
合
は
、
動
物
病

院
で
診
察
を
受
け
診
断
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
合
注
射
会
場
で
は
診
断
書

は
発
行
し
ま
せ
ん
。

●
動
物
病
院
で
接
種
さ
せ
る
場

　

電
気
自
動
車
の
導
入
に
あ
わ

せ
て
、
急
速
充
電
器
を
本
庁
舎

北
側
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
急
速
充
電
器
で
、
約
30

分
充
電
し
た
場
合
、
電
気
自
動

車
を
約
80
パ
ー
セ
ン
ト
充
電
す

る
こ
と
が
で
き
、
最
大
で
約

１
２
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
走
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
面
の
間
、
電
気
自
動
車
の

利
用
者
が
安
心
し
て
走
行
で
き

る
よ
う
に
、
急
速
充
電
器
を
無

料
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

合
も
愛
犬
手
帳
が
必
要
で
す
。

料
金
な
ど
詳
し
く
は
各
病
院
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
犬
の
ふ
ん
は
飼
い
主
が
責
任

を
も
っ
て
必
ず
持
ち
帰
り
、
尿

は
水
で
流
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
４
２
３
環
境
保
全
担
当

FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

利
用
で
き
る
時
間　

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時

利
用
方
法　

開
庁
時
は
防
災
安

全
課
へ
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は

役
場
日
直
室
へ
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

防
災
安
全
課

（
７
４
）
１

１
１
１
内
線
２
５
５
管
財
担
当

FAX
（
７
４
）
９
１
４
１

狂犬病予防集合注射会場

日　時 ９：30～11：00 13：30～14：30

４／６（火） 小動神社 菅田公園

７（水） さむかわ中央公園調整池 倉見観音堂緑地

８（木） 倉見地域集会所 青少年広場

９（金） 一之宮公園 貴船神社

申請受付　２月１日から
手帳の交付　４月１日（木）から
対象　次のいずれかに該当する人
①認定基準に該当する肝臓機能障害がある
人
②肝臓移植を受け、抗免疫療法を受けてい
る人
必要なもの　身体障害者手帳指定医が作成
した診断書、印鑑、写真（縦４センチメー
トル×横３センチメートル）
※診断書の用紙は福祉課にあります。
※詳しくはお問い合わせください。

福祉課 （７４）１１１１内線１３４障
害福祉担当FAX（７４）５６１３

４月から肝臓機能障害による
身体障害者手帳の交付が受け
られるようになります
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譲ります
▶男児洋服▶女児洋服▶レーザーディスクプレーヤー・
ソフト▶カメラ三脚・ストロボ▶スポーツバッグ▶ビーチ
ボート▶浮き輪▶ゴルフセット▶パソコンモニター▶ひ
な人形（２件）▶コードレス留守番電話▶ママコート
▶五月人形▶キーボード（楽器）

求めます
▶幼児用自転車▶女児用自転車▶鎌倉彫用彫刻刀▶ワー
プロ▶チャイルドシート

【平成22年２月16日現在】
　不用品の登録や紹介は窓口、電話でお受けします。
情報は町のホームページにも掲載しています。不用品
の取引は当事者同士の直接交渉となります。登録期間
は３カ月です。なお最新情報はお問い合わせください。

町民課 内線172住民協働担当 FAX（74）5613

　2010年10月１日を基準日とし
て行われる統計調査は次のうちどれ
でしょう。

① 国勢調査
② 国民調査
③ 国内調査

　今回で60回目を迎える４月に開催する駅伝は観桜駅
伝競走大会です。
　正解は②でした。
　正解者の中から抽選で記念品をお送りします。
　当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。
　ご応募ありがとうございました。

　　　　　　　はがきにクイズの答えと今月号の感想を
書いて３月15日（月）までに〒253−0196寒川町役場広
報情報課クイズさむかわ係へお送りください。

有効利用の 掲示板

回

募

答

法

と 選 者前

応

の

方

え 当

被表彰者の皆さん

町
教
育
委
員
会
表
彰
式

功
績
を
た
た
え
15
人
と
１
団
体
を
表
彰

被
表
彰
者

学
校
教
育
関
係

葊
田
孝
比
古
さ
ん
（
寒
川
小
学

校
学
校
医
）

神
部
清
彦
さ
ん
（
旭
が
丘
中
学

校
学
校
医
）

入
澤
有
加
江
さ
ん
（
南
小
学
校

学
校
薬
剤
師
）

円
道
智
さ
ん
（
寒
川
東
中
学
校

教
頭
）

小
林
く
み
さ
ん
（
寒
川
東
中
学

校
教
員
）

幼
児
教
育
関
係

永
野
美
香
さ
ん
（
ふ
じ
幼
児
園

教
員
）

社
会
教
育
関
係

小
荒
井
秀
夫
さ
ん
（
体
育
指
導

委
員
）

後
藤
き
ょ
う
子
さ
ん
（
同
右
）

長
谷
部
葊
子
さ
ん
（
同
右
）

早
川
民
子
さ
ん
（
同
右
）

文
化
体
育
関
係

樋
口
由
樹
さ
ん
（
県
青
少
年
創

意
く
ふ
う
展
覧
会
で
県
知
事
賞

受
賞
）

益
子
楓
彩
奈
さ
ん
（
県
中
学
校

柔
道
大
会
女
子
個
人
戦
48
キ
ロ

グ
ラ
ム
級
優
勝
）

寄
付
関
係

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社

湘
南
工
場
（
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
た
め
サ
ッ
カ
ー
観
戦
チ

ケ
ッ
ト
を
寄
付
）

五
島
研
悟
さ
ん
（
町
の
教
育
文

化
振
興
の
た
め
書
籍
等
を
寄

付
）

鹿
生
幸
男
さ
ん
（
町
の
教
育
文

化
振
興
の
た
め
月
刊
誌
を
寄

付
）

鈴
木
助
晴
さ
ん
（
町
の
教
育
文

化
振
興
の
た
め
絵
画
を
寄
付
）

（
順
不
同
）

　
町
教
育
委
員
会
表
彰
式
を
２
月
３
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
町
の
教
育
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
し
た
人
の
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で
、
今
年
は

15
人
と
１
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。
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ち
び
っ
こ
ク
ラ
フ
ト
教
室

　
牛
乳
パ
ッ
ク
で
ふ
で
ば
こ
を
作

ろ
う
。

と
き
　
３
月
27
日
（
土
）
午
後
２

時
〜
４
時

と
こ
ろ
　
南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
小
学
生
　
15
人
／
先
着
順

持
ち
物
　
牛
乳
パ
ッ
ク
（
１
リ
ッ

ト
ル
）
、
作
品
を
入
れ
る
袋

申
し
込
み
　
３
月
16
日
（
火
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

父
親
・
母
親
教
室
　
春
コ
ー
ス

　
初
め
て
出
産
、
子
育
て
を
す
る

人
の
た
め
の
教
室
で
す
。

　
妊
娠
安
定
期
（
６
〜
８
カ
月
ご

ろ
）
の
参
加
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

と
き
・
内
容
　
●
４
月
７
日
（
水
）

子
育
て
支
援
情
報
案
内
、
み
ん
な

で
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
●
４
月
14

日（
水
）出
産
の
は
な
し
●
４
月
21

日（
水
）妊
娠
中
の
健
康
管
理
に
つ

い
て
●
４
月
28
日（
水
）赤
ち
ゃ
ん

の
お
世
話
●
５
月
９
日
（
日
）
赤

ち
ゃ
ん
の
お
風
呂

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

（
最
終
日
は
午
前
９
時
15
分
か
ら
）

と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
手
帳
、
飲
み
物

申
し
込
み
　
３
月
８
日
（
月
）
か

ら
健
康
課
へ
電
話
か
直
接

健
康
課

内
線
１
６
４
健
康
づ

く
り
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

南
部
生
涯
学
習

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室

と
き
　
３
月
25
日
（
木
）
午
前
９

時
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ
　
青
少
年
広
場

対
象
　
町
内
在
住
か
在
勤
の
人
　

16
人
／
先
着
順

講
師
　
町
体
育
指
導
委
員

持
ち
物
　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運

動
の
で
き
る
服
装
で

申
し
込
み
　
３
月
12
日
（
金
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

高
齢
者
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
教
室

　
転
倒
し
な
い
体
づ
く
り
や
物
忘

れ
予
防
を
中
心
と
し
た
介
護
予
防

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
４
〜
９
月
ま
で
の
毎
月
２

会議の開催
は公開、 は非公開①とき②受付時

間③ところ④対象・定員⑤内容⑥問い
合せ先⑦非公開の理由
▶ 教育委員会定例会①３月19日
（金）午後２時から②午後１時55分
まで③分庁舎１階会議室④５人／抽選
⑤未定⑥教育総務課 内線５１３FAX
（７５）９９０７

回
原
則
月
曜
日
（
全
12
回
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
30
分
ご
ろ

※
他
の
曜
日
に
な
る
場
合
あ
り
。

と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象
　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
人
　
各
コ
ー
ス
20
人
／
抽

選※
住
所
に
よ
り
北
部
・
南
部
コ
ー

ス
に
分
け
ま
す
。

費
用
　
１
回
７
０
０
円
（
教
材
費
、

昼
食
代
）

※
希
望
者
に
は
自
宅
か
ら
送
迎

（
片
道
50
円
）
あ
り
。

申
し
込
み
　
３
月
17
日
（
水
）
ま

で
に
高
齢
介
護
課
へ
電
話
か
直
接

高
齢
介
護
課

内
線
１
５
３
介

護
保
険
担
当
FAX（
７
４
）５
６
１
３

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
Ｐ
Ｒ
講
座
更
年
期
を

元
気
に
乗
り
切
る
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

　
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
や
バ
ス
ソ
ル
ト
を
作
り
ま
す
。

と
き
　
３
月
26
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ
　
町
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　
女
性
　
15
人
／
抽
選

講
師
　
小
川
亜
子
さ
ん
　
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
登
録
講
師

費
用
　
１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
ス
タ
ン
ド
型

の
鏡
、
ヘ
ア
バ
ン
ド

申
し
込
み
　
３
月
12
日
（
金
）
ま

で
に
生
涯
学
習
課
へ
電
話
か
直
接

生
涯
学
習
課

内
線
５
３
４
生

涯
学
習
担
当
FAX（
７
５
）９
９
０
７

く
ら
し
の
経
済
教
室

　
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
経
済
情

勢
や
金
融
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま

す
。

と
き
　
３
月
18
日
、
25
日
の
木
曜

日
（
全
２
回
）
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ
　
寒
川
総
合
図
書
館

定
員
　
30
人
／
抽
選

講
師
　
高
野
博
光
さ
ん
　
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー

申
し
込
み
　
３
月
15
日
（
月
）
ま

で
に
生
涯
学
習
課
へ
電
話
か
直
接

生
涯
学
習
課

内
線
５
３
４
生

涯
学
習
担
当
FAX（
７
５
）９
９
０
７

郵便番号〒253-0196
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親
子
で
簡
単

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

　
町
内
産
の
花
を
使
っ
て
親
子
で

簡
単
な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
し
ま

せ
ん
か
。

と
き
　
４
月
３
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
町
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　
町
内
在
住
か
在
学
の
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
　
25
組
／
先
着

順

持
ち
物
　
牛
乳
パ
ッ
ク
（
１
リ
ッ

ト
ル
）
、
工
作
ば
さ
み

申
し
込
み
　
３
月
23
日
（
火
）
か

ら
26
日
（
金
）
ま
で
の
間
の
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
に
Ｊ
Ａ
さ
が
み

寒
川
営
農
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

Ｊ
Ａ
さ
が
み
寒
川
営
農
セ
ン

タ
ー

（
７
５
）
６
０
０
５

北
部
文
化
福
祉
会
館

生
涯
学
習
指
導
員

募
集
人
数
　
１
人

勤
務
期
間
　
２
カ
月
以
内
（
月
13

日
以
内
）

対
象
　
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
で
き
る

人勤
務
内
容
　
講
座
の
開
催
、
館
の

貸
し
出
し
事
務
等
の
補
助
、
利
用

団
体
指
導
な
ど

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

※
年
末
年
始
、
祝
日
の
翌
日
、
月

曜
日
は
休
館
。

勤
務
場
所
　
北
部
文
化
福
祉
会
館

賃
金
　
時
給
８
２
５
円

申
し
込
み
　
３
月
16
日
（
火
）
か

ら
22
日
（
月
）
ま
で
の
間
に
同
館

へ
履
歴
書
を
持
っ
て
直
接

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

夜
間
管
理
指
導
員

募
集
人
数
　
１
人

勤
務
期
間
　
２
カ
月
以
内
（
月
14

日
以
内
）

対
象
　
65
歳
未
満
の
男
性

勤
務
内
容
　
夜
間
の
部
屋
の
貸
し

出
し
、
管
理
、
事
務
補
助
な
ど

勤
務
時
間
　
午
後
５
時
〜
10
時

※
年
末
年
始
、
祝
日
の
翌
日
、
月

曜
日
は
休
館
。

勤
務
場
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー

賃
金
　
時
給
８
２
５
円

申
し
込
み
　
３
月
16
日
（
火
）
か

ら
22
日
（
月
）
ま
で
の
間
に
同
セ

ン
タ
ー
へ
履
歴
書
を
持
っ
て
直
接

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

町
民
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）
２

３
３
３
FAX
（
７
５
）
２
２
３
９

　著　　野中健一
出版社　小峰書店

虫はごちそう！

　日本で食べる虫といえばイナゴやハチノコが有名ですが、チョコレートの光
沢剤や着色料の材料に虫が使われているなど実は身近な食べ物と言えます。
虫は肉よりも高級食材とされる国もあり、味はとてもおいしいとのこと。世界
の人たちがどのように虫を食べるのか、そうした文化をのぞいてみませんか。

寒川総合図書館発信

この本、知ってる？
本棚のだ〜なの

ぶんか

３月27日（土）、４月３日（土）は転入・転出も受け付けます
　引っ越しが多くなる３月・４月にあわせて、３月27日（土）、４月３日（土）の２日間は、諸証明の
発行などに加え、転入や転出などに伴う手続きが行えます。
とき　３月27日（土）、４月３日（土）午前８時30分〜正午

業　務　内　容 窓　　口

住民異動届、住民票の写し・戸籍関係証明・印鑑登録証明書等の交付、戸
籍届出、印鑑登録、外国人登録 町民課 内線１７４

国民健康保険異動届、国民年金異動届、後期高齢者医療保険の手続き 保険年金課 内線１２４

所得証明書・納税証明書・課税（非課税）証明書・軽自動車税納税証明書の交付 税務課 内線４１３

転入学の手続き、新入学児童・生徒への就学通知書の発行 学校教育課 内線５２４

●ほかの市町村や関係機関に確認が必要な場合など、内容により取り扱いができないことがあります。
●手続きに必要な書類など、詳しくは各担当にお問い合わせください。
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政
治
家
の
寄
付
は
禁
止
で
す

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、

お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
法
律
で

禁
止
し
て
い
ま
す
。
有
権
者
が
寄

付
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
し
て
い

ま
す
。

　
寄
付
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

内

線
１
９
５
FAX
（
７
４
）
９
１
４
１

国
民
健
康
保
険
料
・
長
寿

医
療
制
度
夜
間
納
付
相
談

　
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
人
な
ど

で
、
通
常
の
業
務
時
間
に
相
談
で

き
な
い
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
の
納
付
も
で
き
ま
す
。

〈
夜
間
納
付
相
談
〉

と
き
　
３
月
８
日
（
月
）
〜
12
日

（
金
）
午
後
７
時
ま
で

〈
休
日
納
付
相
談
〉

と
き
　
３
月
14
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
保
険
年
金
課

保
険
年
金
課

内
線
１
２
２
国

保
・
高
齢
者
医
療
担
当
FAX
（
７
４
）

５
６
１
３

企
画
展
示「
美
術
館
へ
の
招
待
」

　
美
術
館
へ
行
く
こ
と
が
よ
り
楽

し
く
な
る
本
を
約
２
０
０
点
展
示

し
ま
す
。
展
示
資
料
は
一
部
を
除

き
貸
し
出
し
で
き
ま
す
。

と
き
　
３
月
９
日
（
火
）
〜
31
日

（
水
）

※
閉
館
日
を
除
く
。

〈
展
示
資
料
の
案
内
講
座
〉

　
企
画
展
示
で
展
示
す
る
本
の
魅

力
を
解
説
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
13
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
い
ず
れ
も
寒
川
総
合
図

書
館寒

川
総
合
図
書
館

（
７
５
）

３
６
１
５
FAX
（
７
５
）
３
６
６
９

寒
川
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
正
し
い
歩
き
方
を
学
ん
で
健
康

的
な
体
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
３
月
14
日
（
日
）
（
雨
天

中
止
）

集
合
時
間
・
場
所
　
午
前
８
時
50

分
　
町
役
場
正
面
玄
関
前

対
象
　
小
学
生
以
上
（
小
学
４
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

コ
ー
ス
　
町
役
場
〜
県
立
茅
ケ
崎

里
山
公
園
（
往
復
）

講
師
　
町
体
育
指
導
委
員

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
軽
食
、
飲
み

物
、
運
動
の
で
き
る
服
装
で

申
し
込
み
　
３
月
12
日
（
金
）
ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
電
話
か

直
接
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
線
５
４

２
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

sp
o

rts@
to

w
n

.sa
m

u
ka

w
a

.

ka
n

a
g

a
w

a
.jp

お
は
な
し
広
場

と
き
　
３
月
27
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
（
小
学
生
向
け
）

と
こ
ろ
　
南
部
文
化
福
祉
会
館

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

カ
ナ
ガ
ワ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

国
際
児
童
画
展
巡
回
展

　
県
内
、
世
界
各
国
の
児
童
が
描

い
た
２
万
７
２
３
点
の
作
品
の
う

ち
、
入
賞
作
品
の
一
部
を
展
示
し

ま
す
。

と
き
　
３
月
９
日
（
火
）
〜
14
日

（
日
）

と
こ
ろ
　
北
部
文
化
福
祉
会
館

町
民
課

内
線
１
７
２
住
民
協

働
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

町
盆
栽
会
展
示
会

　
松
柏
類
の
展
示
や
整
枝
剪せ

ん

定て
い

の

講
習
を
行
い
ま
す
。

と
き
　
３
月
20
日
（
土
）
〜
22
日

（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ
　
町
民
セ
ン
タ
ー

町
盆
栽
会
　
三
澤

（
７
５
）

３
７
０
４

　ＬＰガス料金は自由料金のため、販売店によって
金額が異なります。単価の安いＬＰガスの場合、契
約後しばらくすると値上げになることもあります。
契約時の料金がいつまで保証されるのか確認するこ
とが大切です。
※料金はその仕組みや設備によっても異なりま
す。地域ごとの料金の平均額は（財）日本エネル
ギー経済研究所石油情報センターのホームページ
（http://oil-info.ieej.or.jp）で確認することがで
きます。
  また販売者には料金の仕組みや価格の計算方法、
設備の設置・修理・撤去にかかる費用などを分かり
やすく書いた書面を契約時に渡すことが法律で義務
付けられています。
  ＬＰガス供給契約は内容が複雑なため、訪問して
きた業者の話をうのみにせず慎重に検討し、契約す
るときは、契約書をよく確認しましょう。

神奈川県エルピーガスお客様相談窓口 ０１２０
（２４４）５６６

＜消費生活相談＞
●町民相談室　毎週月・木曜日（祝日を除く）午前
10時〜午後４時（受付は午後３時まで）

町民課 内線１７２住民協働担当 FAX（７４）
５６１３
●茅ケ崎市消費生活センター　毎日（土・日曜日、
祝日を除く）午前９時30分〜午後４時

（８２）１１１１

ＬＰガス（液化石油ガス）の供給契約は慎重に

こんなトラブルにご用心
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県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

陸
上
競
技
会

と
き
　
５
月
16
日
（
日
）

と
こ
ろ
　
県
立
体
育
セ
ン
タ
ー

（
藤
沢
市
善
行
７
ノ
１
ノ
２
）

対
象
　
横
浜
、
川
崎
を
除
く
県
内

在
住
の
13
歳
以
上
（
平
成
22
年
４

月
１
日
時
点
）
の
身
体
障
害
者
手

帳
所
持
者
、
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず

る
程
度
の
障
害
が
あ
る
人

※
障
害
の
程
度
、
内
容
に
よ
っ
て

３月　
１日㈪ 春の火災予防運動[〜７日]

２日㈫ １歳６か月児健康診査

３日㈬

４日㈭ ７か月児相談／家庭教育講演会／障害者スポーツ教室

５日㈮ リトミック教室

６日㈯
窓口開庁（AM）／税納付相談窓口[20、27日]／おはなし会（寒川総
合図書館）／ニュースポーツ体験講習会／子どものための木工教室／
おはなし図書館／こども囲碁・将棋教室

７日㈰ 寒川文書館企画展「寒川町公民館の50年」[〜８/31]

８日㈪

９日㈫ 寒川総合図書館企画展示「美術館への招待」[〜31日]

10日㈬ 献血

11日㈭

12日㈮ 町立中学校卒業式／消費者被害未然防止講座／おはなし広場

13日㈯
おはなし会（寒川総合図書館）／寒川総合図書館展示資料の案内講座／
ちびっこクッキング教室／百人一首かるた教室／文教大学出張講座／
素敵になれるおしゃれ術講座

14日㈰ 普通救命講習会／寒川健康ウオーキング

15日㈪ 離乳食講習会

16日㈫

17日㈬ 骨密度測定

18日㈭ くらしの経済教室

19日㈮ 町立小学校卒業式／教育委員会定例会／カルシウムを取りましょう
教室

20日㈯ 窓口開庁（AM）／おはなし会（寒川総合図書館）／こども折り紙教室／
おはなし図書館／こども囲碁・将棋教室

21日㈰ 	 春分の日

22日㈪ 	 振替休日

23日㈫ ３歳６か月児健康診査

24日㈬

25日㈭ 町立小・中学校修了式／南部生涯学習グランウンドゴルフ教室／くら
しの経済教室

26日㈮ ２歳児歯科相談／寒川プラネタリウム理科教室／ステップアップPR
講座

27日㈯ 臨時窓口開庁（AM）／おはなし会（寒川総合図書館）／こども絵画教
室／おはなし広場／ちびっこクラフト教室

28日㈰

29日㈪

30日㈫

31日㈬ 国民健康保険料、保育料、介護保険料、後期高齢者医療保険料納付期限

テレホンサービス
　行政ミニ情報　 （７４）１０１０

きらめきさむかわ　（ラジオ）
　レディオ湘南（83.1メガヘルツ）で町の情報
を放送しています。

放送日 毎週月曜日　９：00〜９：30

再放送 毎週水曜日　20：30〜 21：00

　　　さむかわ　（ケーブルテレビ）
　ジェイコム湘南のJ:COMチャンネル（デジ
タル11ch、アナログ２ch）で、町の紹介をし
ています。
　今月は「次代を担う若者たち〜中学校部活動
紹介（旭が丘中学校編）」です。

放送日 ３月８日（月）〜20日（土）
８ ：30〜８ ：45　　12：00〜12：15
17：00〜17：15　　23：00〜23：15

町 の 情 報 ・ 紹 介
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寒川町食生活改善推進団体　小林 （７４）７２３７

①桜の葉は水につけ塩をぬいておく。
②食紅を少量の水で溶いておく。
③鍋に湯を沸かし、②と砂糖を加えて混ぜ、

道明寺粉を振り入れ、ふたをして５分
蒸らす。

④蒸し器にぬれふきんを敷き、③を約20
分蒸す。

⑤あんを15等分にして俵型に丸める。④
も15等分にし、手をぬらしながら、手
のひらに広げる。あんを中央にのせて
きれいに包む。

⑥⑤を桜の葉で包む。

作り方

◆
本
誌
は
資
源
保
護
の
た
め
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人　口	 4 7 , 7 3 9 人	（25人増）

世　帯	 1 8 , 0 0 9 世帯	（9世帯増）
（　）内は前月との比較　

２月１日の人口と世帯

●町公式ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp

●携帯電話用ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/mobile/m/index.html

　１月27日、町立寒川小学校（布谷あけみ

校長）で開校110周年を記念して、自然観

察園「寒小の森づくり」と「百年桜二世の

植樹」が行われました。

　当日植えられたのは、

同校のシンボルである

『百年桜』の枝から接

ぎ木した桜の苗木１本。

それに併せて植えられ

たのが、クヌギ５本。将来寒小の森となって子どもたちが

虫取りなどができるように、と植えられました。

　植樹の作業には全児童、ＰＴＡなどが参加し、「大きく

なーれ、大きくなーれ」のかけ声で土をかけました。

　百年桜から命のバト

ンを受け取った百年桜

二世は今年の春には、

きれいな花を咲かせる

そうです。

Letter from SAMUKAWA

桜の葉（塩漬け）　15枚／食紅　少々／砂糖　20ｇ／道明
寺粉　170ｇ／湯　250ml／あん　300ｇ

材料　15個分
１個分あたり96kcal・塩分0.1ｇ

町長からの
手紙

食紅は少しずつ加えてください

おいしく楽しく健康に

桜 も ち

町民説明会を終えて

　町では、現在直面している財政危機を乗り越え
るため、「緊急財政対策会議」を立ち上げ、平成
22年度、23年度の２カ年度における「緊急財政
対策基本方針」を定め、財源確保策や各事業の見
直しなどの検討を行ってきました。そしてその対
応策がまとまりましたので、町内３カ所において、
町民の皆様に町の財政状況と今後の事業について
直接説明させていただく機会を頂戴しました。
　説明会には、わたしのほか副町長、教育長、各
担当の部長、担当参事、緊急財政対策会議のメン
バーが出席し、毎回30人を超える町民の皆様の
ご参加をいただき、さまざまなご意見、ご要望を
いただきました。厳しいご意見もございましたが、
これも、参加者の皆様が、町の財政状況を心配し、
将来を真剣に考えていただいている「生の声」で
あると心に刻みました。
　これからも町民の皆様の声を大事にし、真摯な
姿勢で町政運営にあたってまいります。


